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日本の『学校給食』は、今から約120年前の明治22年に始まりました。

山形県の忠(ちゅう)愛(あい)小学校というところで、お坊さんたちが貧しい子ど

もたちにおにぎりやたくわんなどを与えたことが、学校給食の始まりと言わ

れています。

そして、戦争中に一時中断されていた給食が戦後に再開されたことを記念し

て全国学校給食週間はつくられました。この期間を通して、給食の歴史をふ

り返り、食べ物の大切さや作る人の思いを知り、感謝の気持ちを持って食事

ができるみなさんになってほしいと思います。

明けましておめでとうございます。今年の干支は丑（うし）です。牛は私たちの「食」を支える、貴重な

存在です。例えば「牛乳」ですが、毎日の給食につきます。なぜかというと、成長期に必要な、カルシウ

ムとタンパク質が豊富だからです。カルシウムとタンパク質は、骨と歯を成長させ、イライラをおさえ、

集中力を高めます。また、牛乳の他、ヨーグルト、チーズ、小魚、大豆製品もお勧めです。

好き嫌いをせず、生き物の命をありがたくいただき、丈夫な身体と、心を育みましょう。
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